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学
界
消
息

国
際
陽
明
学
会
、
王
陽
明
墓
碑
修
復
除
幕
式
、

龍
三
等
王
陽
明
遺
跡
訪
問
に
参
加
し
て

海
老
田

輝

巳
－

　
今
年
の
三
月
三
十
日
か
ら
四
月
十
日
ま
で
、
岡
田
武
彦
博
士
（
九
大
名
誉
教
授
）
を
団
長
と
す
る
「
王
陽
明
史
跡
・
龍
場
訪
問
王
陽

明
墓
碑
除
幕
式
参
列
訪
中
団
」
に
加
わ
っ
て
、
中
国
の
江
南
地
方
と
西
南
部
を
訪
問
し
た
。
訪
中
団
の
目
的
は
、
王
陽
明
が
左
遷
さ
れ

て
大
悟
し
た
僻
阪
の
地
“
龍
場
”
及
び
貴
陽
、
成
都
、
紹
興
、
余
挑
の
王
陽
明
関
係
の
遺
跡
探
訪
と
王
陽
明
墓
碑
修
復
除
幕
式
に
参
列

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
今
回
の
訪
中
の
際
に
、
王
陽
明
の
生
地
で
あ
る
富
江
省
余
韻
市
に
お
い
て
国
際
陽
明
学
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
学
会
出
席
、
除
幕
式
参
列
、
龍
山
訪
問
の
三
つ
を
中
心
に
し
て
訪
問
参
加
順
に
報
告
す
る
。
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一

龍
　
場

　
四
月
一
日
朝
、
貴
陽
郊
外
の
景
勝
地
“
雪
渓
公
園
”
に
あ
る
花
器
賓
館
を
発
ち
、
バ
ス
で
龍
場
に
向
か
う
。
途
中
、
皆
具
を
通
る
が

差
置
ま
で
は
約
三
十
分
、
貴
陽
－
龍
場
問
は
約
一
時
間
二
十
分
か
か
る
。
貴
簡
市
街
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
セ
メ
ン
ト
、
鉄
綱
、
冶
金
な

ど
の
工
場
が
多
く
な
る
が
、
遠
く
の
山
々
を
眺
め
る
と
石
灰
岩
の
産
地
の
せ
い
で
山
容
は
テ
レ
ビ
の
宣
伝
で
よ
く
見
る
桂
林
の
山
々
の

形
と
似
て
い
て
洵
に
優
雅
な
感
じ
が
す
る
。
市
街
に
入
る
と
、
セ
メ
ン
ト
、
石
灰
の
産
地
で
あ
る
た
め
埃
っ
ぽ
い
感
じ
が
す
る
。
し
か

し
清
掃
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
せ
い
か
、
あ
ち
こ
ち
で
家
の
周
囲
や
道
路
を
掃
除
す
る
人
を
見
か
け
た
。
貴
陽
は
人
言
＝
壬
二
万
人
の
工

業
都
市
で
貴
州
省
の
中
心
地
で
あ
る
。
貴
州
省
は
漢
民
族
以
外
の
少
数
民
族
の
自
治
州
が
あ
り
、
貴
所
市
内
や
郊
外
で
、
西
蔵
族
や
怖



衣
族
な
ど
の
民
族
衣
裳
を
装
っ
た
人
々
を
し
ば
し
ば
見
か
け
た
。

　
龍
場
は
、
貴
陽
の
中
心
街
か
ら
四
十
公
里
（
四
十
料
）
の
西
北
の
地
に
あ
る
。
途
中
、

修
文
の
街
や
肩
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
停
ん
で
い
る
事
象
の
農
家
を
見
な
が
ら
山
ま
た
山
を

越
え
て
行
っ
た
。
土
地
が
痩
せ
て
い
る
せ
い
か
、
山
々
に
は
樹
木
が
少
な
く
、
た
と
え
あ

っ
て
も
貧
弱
で
あ
る
。
あ
ち
こ
ち
に
麦
畑
や
菜
花
畑
が
見
ら
れ
る
が
活
気
が
な
く
、
明
る

い
陽
光
が
射
し
て
い
る
が
、
言
い
よ
う
の
な
い
荒
玉
た
る
風
景
の
連
続
だ
っ
た
。
王
陽
明

は
、
明
の
武
宗
の
正
徳
元
年
（
一
五
〇
六
）
三
十
五
歳
、
劉
理
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
左
遷

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
磁
場
の
生
活
は
、
陽
明
に
と
っ
て
は
言
語
は
通
ぜ
ず
悪
疫
は
流
行
す

る
と
い
っ
た
生
命
の
危
険
に
曝
さ
れ
た
毎
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　
　
セ
　
　
　
　
も
う
り
ょ
う

　
　
　
龍
場
は
貴
州
西
北
の
万
山
懇
願
の
中
に
在
り
。
蛇
肱
、
魍
魎
、
盤
毒
、
心
痛
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
む
ぜ
っ

　
　
に
居
り
、
夷
人
は
躾
舌
難
語
に
し
て
、
語
を
通
ず
べ
き
者
は
、
皆
中
土
の
亡
命
な
り
。

　
　
（
『
陽
明
先
生
年
譜
』
）

　
王
陽
明
は
、
正
徳
三
年
の
春
に
龍
場
に
到
着
し
て
、
深
刻
な
体
認
に
よ
っ
て
「
心
即
理
」

を
体
悟
し
、
翌
年
に
は
、
「
知
行
合
一
説
」
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
「
心
即
理
」
を
体
嘱
し

た
の
は
、
生
命
の
危
機
が
迫
る
中
で
、

ら
の
格
物
致
知
へ
の
疑
念
が
一
挙
に
解
決
し
、
聖
人
の
道
と
は
“
わ
が
性
に
自
足
す
る
も
の
”

こ
の
洞
窟
を
、
修
文
陽
明
洞
（
『
青
年
旅
游
手
冊
』
）
と
現
在
称
し
て
い
る
が
、

小
高
い
山
で
あ
っ
て
、
周
囲
は
広
々
と
し
た
高
原
地
帯
で
あ
る
。

洞明
年臥龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
中
の
石
製
の
中
で
静
坐
し
て
た
だ
聖
人
の
道
を
求
め
た
結
果
、
一
夜
、
大
悟
し
て
、
以
前
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
岡
山
の
麓
に
あ
る
。
龍
岡
山
は
樹
木
が
欝
蒼
と
茂
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陽
明
洞
の
入
口
に
二
本
の
柏
の
古
木
が
あ
る
が
、
最
初
の
木
は
王
陽

明
み
ず
か
ら
植
え
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
入
口
の
崖
の
上
に
は
明
代
の
文
人
の
題
し
た
も
の
と
い
う
「
陽
明
先
生
遺
愛
処
」

「
陽
明
別
洞
」
の
字
　
が
あ
る
。
そ
の
他
に
明
末
の
陽
明
学
者
羅
三
芳
（
近
渓
）
の
訪
れ
た
こ
と
を
記
し
た
文
章
が
洞
窟
の
入
口
近
く
に

刻
ま
れ
て
い
る
の
も
見
ら
れ
た
。
貴
陽
に
は
航
空
路
や
鉄
道
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
も
濃
霧
の
た
め
に
飛
行
不
能
に
な
っ
た

り
列
車
ダ
イ
ヤ
が
僅
少
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
ま
し
て
交
通
不
便
の
時
代
に
は
、
龍
馬
を
訪
れ
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
っ
た
。
因
み
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に
我
々
一
行
が
龍
場
訪
問
を
し
た
の
は
、
日
本
人
で
は
三
度
目
で
あ
っ
た
。
最
初
は
明
治
時
代
、
二
度
目
に
訪
れ
た
人
は
我
々
よ
り
少

し
以
前
で
あ
っ
て
、
明
治
時
代
の
来
訪
者
は
陽
明
学
者
三
島
中
洲
で
あ
る
。

　
龍
岡
山
の
上
に
は
、
龍
岡
書
院
（
王
陽
明
が
講
窪
し
た
所
）
、
君
子
亭
な
ど
の
建
物
が
あ
る
が
、
何
れ
も
語
群
の
同
治
年
間
の
も
の
で

あ
る
。
山
頂
か
ら
の
眺
め
は
良
く
て
修
文
県
の
農
村
風
景
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
早
場
の
陽
明
洞
や
龍
岡
山
で
約
二
時
間
半
過

ご
し
て
貴
陽
市
内
の
陽
明
祠
へ
向
か
う
。

　
陽
明
祠
は
、
貴
陽
中
心
街
よ
り
バ
ス
で
約
十
分
ば
か
り
要
す
る
所
に
あ
る
。
山
の
中
腹
に
在
っ
て
途
中
に
は
貴
陽
健
身
院
、
按
摩
療

養
院
な
ど
の
病
院
が
あ
り
、
・
陽
明
祠
付
近
に
は
、
我
が
国
の
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
焼
跡
に
建
て
ら
れ
た
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
を
思
い
出
さ

せ
る
建
物
が
多
い
。
陽
明
祠
は
現
在
、
修
理
中
で
す
ぐ
側
に
二
本
の
木
犀
の
老
樹
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
ガ

イ
ド
に
よ
れ
ば
、
向
う
正
面
に
大
き
な
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
の
塔
が
立
っ
て
い
る
山
の
一
部
が
貴
著
書
院
跡
で
あ
る
。
私
は
往
事
を
偲
ん

で
暫
ら
く
停
ん
で
い
た
。
貴
書
書
院
は
正
徳
四
年
、
王
陽
明
三
十
八
歳
の
時
、
提
学
副
使
（
教
育
次
長
）
席
書
（
元
山
）
と
毛
馬
副
が

王
陽
明
に
師
事
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
書
院
で
あ
る
。

　
空
路
で
成
都
に
行
く
予
定
が
濃
霧
の
た
め
鉄
道
を
利
用
す
る
。
約
二
十
時
間
を
要
す
る
が
沿
線
の
山
々
や
碧
く
澄
ん
だ
渓
流
や
農
村

風
景
は
瞠
目
す
る
ば
か
り
で
寸
刻
も
退
屈
さ
せ
な
い
。
成
都
訪
問
の
目
的
は
陽
明
書
院
を
訪
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
文
革
期
に
取
り

壊
さ
れ
て
痕
跡
す
ら
な
い
。
現
在
、
毛
沢
東
の
巨
像
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
付
近
に
は
新
し
い
近
代
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
て
い
る
。
文
革

期
以
前
に
は
明
代
の
建
物
が
か
な
り
残
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
私
は
か
つ
て
の
建
物
の
在
っ
た
街
並
み
を
車
中
で
想
像
す
る
だ
け
で

あ
っ
た
。
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王
陽
明
墓
碑
修
復
除
幕
式

　
王
陽
明
の
墓
は
、
漸
江
省
紹
興
県
蘭
亭
郷
花
街
の
詩
話
山
の
南
山
麓
に
あ
る
。
四
月
五
日
入
時
に
、
紹
興
市
内
の
龍
山
賓
館
を
発
っ

て
式
場
へ
向
か
う
。
会
稽
山
の
麓
や
紡
績
工
場
の
側
を
経
て
、
運
河
の
側
の
警
笛
の
芽
吹
く
並
木
路
な
ど
を
通
る
。
五
日
は
清
明
節
で
、

墓
参
す
る
人
々
を
バ
ス
の
窓
か
ら
見
か
け
る
。
紹
興
市
内
か
ら
王
陽
明
の
墓
地
ま
で
は
十
六
公
器
（
十
六
粁
）
の
距
離
で
、
山
野
の
緑



や
紅
の
色
彩
、
豊
か
な
水
を
湛
え
た
運
河
な
ど
が
次
か
ら
次
へ
と
展
開

し
て
く
る
。
洵
に
悠
揚
迫
ら
ざ
る
江
南
の
春
景
色
で
あ
る
。

　
王
陽
明
は
、
騒
騒
七
年
（
一
五
二
八
）
に
江
西
灘
南
安
で
帰
郷
の
途
中

に
逝
去
し
た
。
弟
子
の
王
畿
（
龍
渓
）
や
銭
徳
洪
（
難
山
）
ら
に
よ
っ

て
枢
が
こ
の
地
に
帰
さ
れ
葬
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
清
の
各

時
代
に
墓
が
修
理
さ
れ
、
一
九
三
七
年
に
は
当
地
の
駐
留
軍
の
長
官
に

よ
っ
て
碑
も
建
て
ら
れ
た
。
以
後
、
次
第
に
荒
．
廃
し
た
が
、
八
十
年
代

中
期
以
降
、
紹
興
県
文
物
部
門
の
人
々
に
よ
っ
て
王
陽
明
の
墓
地
が
荊

籟
雑
草
で
足
を
入
れ
る
こ
と
も
困
難
な
中
か
ら
確
認
さ
れ
た
。
一
九
八

六
年
に
、
私
は
王
陽
明
・
東
林
儒
者
遺
跡
探
訪
の
一
行
に
加
入
し
、
王

貌全の暦
年三

王

陽
明
の
墓
地
を
訪
ね
た
が
、
文
革
期
の
徹
底
的
破
壊
と
荊
籟
や
雑
草
の
た
め
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
翌
八
七
年
に
は
、
墓
地
を
蔽
っ
て

い
た
雑
草
が
刈
り
取
ら
れ
、
墓
碑
の
礎
石
や
王
陽
明
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ
て
い
る
場
所
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
紹
興
県
人
民
政
府

と
漸
江
省
社
会
科
学
院
に
よ
っ
て
王
陽
明
墓
碑
修
復
委
員
会
が
成
立
し
、
一
九
八
九
年
春
に
墓
碑
修
復
工
事
竣
工
を
予
定
し
て
募
金
活

動
が
開
始
さ
れ
た
。
墓
碑
修
復
資
金
は
、
約
七
～
八
百
万
円
（
日
本
円
）
と
し
、
日
本
側
が
約
三
百
万
円
の
援
助
金
を
負
担
す
る
こ
と

に
し
た
。
八
七
年
掛
年
末
、
我
が
国
で
は
、
岡
田
武
彦
博
士
が
王
陽
明
墓
碑
建
設
援
助
発
起
人
代
表
と
な
り
、
全
国
各
地
か
ら
二
百
八

十
一
名
の
援
助
者
に
よ
っ
て
、
三
百
数
十
万
円
の
援
助
金
を
翌
八
八
年
に
か
け
て
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
八
八
年
九
月
か
ら
修
復
工

事
が
開
始
さ
れ
、
約
半
年
の
期
間
で
、
一
万
人
の
人
々
に
よ
っ
て
、
修
復
距
離
七
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
十
三
メ
ー
ト
ル
、
面
積
＝
五

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
余
り
の
工
事
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
墓
地
に
は
、
祭
台
、
階
台
、
平
台
が
設
け
ら
れ
、
墓
塚
は
石
弓
の
大
墓
で

側
に
「
重
修
王
陽
明
先
生
墓
碑
記
」
と
刻
さ
れ
た
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
除
幕
式
に
は
中
国
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
の
各
界
の
人
々
が
参
列
し
た
。
中
国
側
は
、
地
元
の
紹
興
県
、
紹
興
市
、
杭
州
の
習
業
省
社

会
科
学
院
は
も
と
よ
り
、
各
地
の
人
々
が
参
列
し
た
。
日
本
風
は
、
我
々
一
行
三
十
四
名
、
志
賀
一
郎
氏
達
の
訪
中
団
の
十
数
名
、
中

国
留
学
生
で
、
米
国
側
は
、
鄭
学
礼
博
士
（
ハ
ワ
イ
大
学
教
授
・
ア
メ
リ
カ
中
国
哲
学
会
副
会
長
）
で
、
式
場
は
多
数
の
人
に
よ
っ
て
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埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
式
典
は
、
我
々
一
行
の
バ
ス
が
到
着
す
る
と
直
ち
に
開
か
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
清
明
節
の
日
で
あ
り
、
爽
や
か
な
春

風
と
暖
い
陽
光
の
照
る
中
で
、
十
一
時
頃
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
開
式
と
同
時
に
、
修
復
の
報
告
が
あ
り
、
祭
文
奉
読
、
講
話
、
記
念
品

贈
呈
、
詩
吟
朗
詠
な
ど
が
あ
り
、
盛
大
な
式
典
で
厳
粛
裡
に
終
了
し
た
。

　
　
王
陽
明
墓
修
復
の
報
告

　
　
　
　
　
章
　
榴
先
（
紹
興
県
副
県
長
・
墓
修
復
委
員
会
副
主
任
）

　
　
祭
文
　
岡
田
　
武
彦
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
朱
　
統
秀
（
中
国
紹
興
県
政
商
主
席
）

　
　
除
幕
式
に
お
け
る
講
話

　
　
　
　
　
福
田
　
殖
（
九
州
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
王
　
細
細
（
遡
江
省
社
会
科
学
院
長
）

　
　
　
　
　
愈
　
国
行
（
紹
興
市
人
民
政
府
副
市
長
）

　
式
終
了
後
、
王
義
之
の
曲
水
の
宴
が
行
な
わ
れ
た
翠
黛
、

余
眺
に
向
か
う
。国

際
陽
明
学
会

堂
興
の
禺
公
廟
を
訪
れ
て
、

　
四
月
五
日
の
午
後
、
紹
興
を
発
っ
て
王
陽
明
の
生
地
、
余
挑
市
に
着
い
た
の
は
夕
方
で

あ
っ
た
。
我
々
一
行
の
宿
泊
す
る
余
眺
賓
館
で
、
夜
は
招
待
宴
が
催
さ
れ
、
六
日
は
国
際

陽
明
学
研
離
離
、
七
日
は
王
陽
明
が
生
ま
れ
た
建
物
“
瑞
雲
楼
”
と
龍
山
書
院
な
ど
の
あ

る
龍
山
公
園
を
探
訪
し
た
。
三
年
前
に
訪
れ
た
時
に
比
べ
て
近
代
ビ
ル
が
各
所
に
建
て
ら

れ
、
高
層
建
築
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
に
驚
い
た
。
ま
た
紹
興
と
余
眺
の
間
に
は
テ
レ
ビ

ア
ン
テ
ナ
を
取
り
付
け
た
新
し
い
家
屋
も
多
く
見
ら
れ
た
。
三
年
前
の
夏
に
宿
泊
し
た
市

墓
の

明
陽王

たし＾
復修
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の
招
待
所
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
で
あ
っ
た
が
、
冷
房
の
設
備
は
も
と
よ
り
冷
蔵
庫
も
な
か
っ
た
。
余
二
品
館
は
近
代
建
築
の

高
層
ビ
ル
で
、
服
務
員
も
親
切
で
、
中
国
の
各
地
と
同
様
に
余
挑
市
も
着
々
と
近
代
化
の
方
向
を
辿
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
強
く
受

け
た
の
で
あ
る
。

　
四
月
六
日
、
漸
江
省
社
会
科
学
院
と
余
計
市
政
府
の
共
催
に
よ
っ
て
〃
陽
明
学
国
際
研
討
会
”
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
吉
島
賓
館

の
広
い
ホ
ー
ル
で
、
参
加
者
は
、
国
内
国
外
の
陽
明
学
研
究
者
や
学
界
の
人
々
は
も
と
よ
り
各
界
の
人
々
で
あ
っ
た
。
入
時
二
十
分
野

ら
十
七
時
三
十
分
ま
で
行
な
わ
れ
た
。
最
初
に
主
催
者
側
の
断
江
省
社
会
科
学
院
王
鳳
賢
院
長
と
余
挑
市
政
府
顧
問
章
変
平
氏
の
開
会

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
最
後
に
沈
黒
洪
杭
州
大
学
校
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
終
わ
っ
た
。
生
写
の
挨
拶
の
中
で
、
王
・
沈
思
氏
の
も
の
は
学

術
的
な
内
容
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
開
会
の
挨
拶
の
後
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
鄭
無
礼
教
授
の
学
術
講
話
「
プ
メ
リ
カ
中
国
哲
学
会
の

現
状
」
が
行
な
わ
れ
、
直
ち
に
そ
の
後
研
究
発
表
に
入
っ
た
。

　
鄭
教
授
の
学
術
講
話
は
、
時
間
の
制
約
も
あ
っ
て
、
主
と
し
て
今
年
の
七
月
に
ハ
ワ
イ
で
開
催
さ
れ
る
国
際
中
国
哲
学
会
に
関
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　
研
究
発
表
者
は
、
午
前
中
に
五
聖
、
午
後
に
六
名
、
計
十
一
名
で
あ
っ
た
。
題
名
・
発
表
者
を
発
表
順
に
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
1
　
王
陽
明
の
中
国
哲
学
史
上
に
お
け
る
地
位

　
　
　
　
漏
　
　
　
契
（
華
東
師
範
大
学
）

　
2
　
陽
明
学
の
研
究
と
需
要

　
　
　
　
岡
田
　
武
彦
（
九
州
大
学
）

　
3
　
王
陽
明
と
余
眺

　
　
　
　
諸
　
　
換
仙
（
余
挑
市
多
賢
研
究
会
）

　
4
　
王
陽
明
と
湛
甘
泉
の
友
情

　
　
　
　
志
賀
　
一
郎
（
国
士
館
大
学
）

　
5
　
王
陽
明
に
関
す
る
研
究
と
評
価

　
　
　
　
黄
　
　
宣
民
（
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
）
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羅
旧
庵
の
三
三
変
と
三
游
記

　
福
田
　
　
殖
（
九
州
大
学
）

王
学
主
意
説
論
要

　
銭
．
　
明
（
漸
江
省
社
会
科
学
院
）

王
陽
明
と
仏
教

　
鄭
　
　
学
礼
（
ハ
ワ
イ
大
学
）

王
陽
明
の
学
説
の
二
重
性

　
楊
　
　
国
栄
（
華
東
師
範
大
学
）

陽
明
学
と
幕
末
の
思
想
家

　
疋
田
　
啓
祐
（
二
三
学
舎
大
学
）

知
行
合
一
に
つ
い
て

　
方
　
　
爾
加
（
北
京
中
国
青
年
政
治
学
院
）

　
中
国
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
王
陽
明
の
死
後
か
ら
清
、
民
国
、
現
代
ま
で
の
永
い
問
、
．
陽
明
学
は
、
一
部
の
人
を
除
い
て
、
正
統

思
想
に
対
す
る
異
端
思
想
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
研
究
も
低
調
で
あ
っ
た
。
解
放
後
も
同
様
で
、
文
革
期
に
ば
主
観
的
唯
心
論
だ
と

極
付
け
ら
れ
て
迫
害
攻
撃
を
受
け
た
。
文
革
後
の
中
国
の
近
代
化
の
政
策
に
よ
っ
て
、
か
っ
℃
の
陽
明
学
に
対
す
る
排
斥
や
既
抑
が
な

く
な
り
偏
っ
た
観
方
も
是
正
さ
れ
、
今
回
の
盛
況
を
極
め
た
国
際
学
会
を
開
催
で
き
る
程
の
状
況
に
至
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

中
国
に
比
べ
て
日
本
は
江
戸
時
代
に
す
で
に
陽
明
学
が
隆
盛
で
、
特
に
明
治
維
新
と
い
う
日
本
近
代
の
出
発
の
原
動
力
の
役
目
を
果
た

し
て
い
る
。
ま
た
米
国
で
も
陽
明
学
の
研
究
は
朱
子
学
の
研
究
と
共
に
活
発
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
文
革
期
の
儒
教
は
も
と
よ
り
陽
明

学
の
研
究
な
ど
は
危
険
極
ま
る
困
難
の
中
に
あ
っ
て
、
愚
草
省
社
会
科
学
院
や
杭
州
大
学
な
ど
で
沈
善
洪
、
王
鳳
賢
を
中
心
と
す
る
人

々
の
真
摯
な
研
究
や
華
東
師
範
大
学
の
漏
契
教
授
な
ど
の
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
今
回
の
国
際
学
会
は
、
こ
れ
ら
の
中
国
の
学
者

に
よ
る
陽
明
学
研
究
の
開
花
と
日
本
、
ア
メ
リ
か
の
学
者
を
交
じ
え
た
学
問
を
通
じ
て
の
国
際
親
善
の
一
大
行
事
で
あ
っ
た
。
陽
明
学
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研
究
が
永
い
問
、
中
国
で
は
低
調
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
発
表
で
、
中
国
で
も
陽
明
学
の

理
論
研
究
が
盛
ん
な
こ
と
を
知
っ
た
。
例
え
ば
銭
明
氏
の
「
王
学
主
意
説
論
要
」
、
方
爾
加

氏
の
「
知
行
合
一
に
つ
い
て
」
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
従
来
の
中
国
に
お
け

る
陽
明
学
に
対
す
る
偏
っ
た
縫
方
や
そ
の
制
約
に
因
わ
れ
ず
に
適
正
な
方
法
に
よ
っ
て
陽

明
学
を
論
究
し
て
い
る
黄
細
民
氏
の
「
王
陽
明
に
関
す
る
研
究
と
評
価
」
は
、
最
も
印
象

深
い
も
・
の
だ
っ
た
。
ま
た
凋
契
氏
は
「
王
陽
明
に
関
す
る
哲
学
史
上
の
地
位
」
の
中
で
、

日
本
が
明
治
維
新
を
成
功
さ
せ
る
の
に
陽
明
学
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
挙

げ
て
い
た
が
、
現
代
の
中
国
が
積
極
的
に
近
代
化
と
そ
れ
に
よ
る
高
度
成
長
に
努
力
し
て

い
る
状
況
を
目
の
前
に
見
る
状
況
に
い
た
せ
い
か
、
私
に
は
興
味
深
く
感
じ
ら
れ
た
。
十

一
名
の
発
表
者
の
外
に
、
準
備
し
て
い
た
人
が
い
た
が
時
間
の
都
合
で
打
切
ら
れ
、
沈
善

洪
氏
の
閉
会
の
挨
拶
で
会
が
終
了
し
た
。
沈
氏
の
挨
拶
は
学
術
講
話
と
い
っ
た
方
が
適
切

な
内
容
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
氏
は
、
王
陽
明
が
国
際
的
な
学
者
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
生
地
余
挑
で
国
際
陽
明
学
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
は
大
い
に
意
義
が
あ
る
と
述
べ
た
。

次
い
で
一
九
七
〇
年
代
以
前
に
比
べ
て
七
九
年
以
降
の
中
国
に
お
け
る
陽
明
学
研
究
の
発

展
状
況
な
ど
を
述
べ
、
さ
ら
に
今
後
、

　
中
国
に
お
け
る
陽
明
学
は
、
永
い
間
の
諸
々
の
事
情
で
、

会学際
国

学
明

週
るけ

おに挑
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陽
明
学
を
継
続
し
て
深
く
究
め
る
た
め
の
問
題
点
を
提
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
や
外
国
に
比
べ
て
研
究
の
遅
れ
は
否
め
な
い
。
し
か
し
今
後
は
、
中

国
が
近
代
化
推
進
に
努
め
て
い
る
現
状
か
ら
日
本
や
諸
外
国
の
近
代
化
を
参
考
に
し
て
陽
明
学
研
究
が
西
盛
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
特

に
明
治
維
新
の
近
代
化
の
一
単
位
担
っ
た
日
本
陽
明
学
を
参
考
に
し
て
中
国
の
学
術
発
展
は
も
と
よ
り
政
治
、
経
済
の
分
野
に
ま
で
活

用
し
て
多
方
面
の
近
代
化
促
進
に
陽
明
学
を
活
用
す
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
中
国
政
府
が
近
代
化
、
自
由
化
を
奨
励
す
る
限
り
に
お
い

て
は
、
中
国
に
お
け
る
陽
明
学
研
究
は
今
後
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
念
い
を
味
わ
っ
た
。

　
今
回
の
発
表
は
、
時
間
の
都
合
も
あ
っ
て
、
全
く
質
疑
応
答
の
な
い
研
究
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
発
表
の
準
備
を
し
、
か
つ
ま
た
研
究

論
文
を
参
加
者
ま
で
用
意
を
し
て
会
場
で
配
布
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
発
表
で
き
な
か
っ
た
人
々
が
い
た
。
こ
れ
ら
の
論
文
を
、
王
陽
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明
に
関
す
る
も
の
、
王
陽
明
の
門
弟
に
関
す
る
も
の
、
王
陽
明
と
関
係
の
あ
る
地
域
の
三
つ
に
分
け
て
み
た
。
『
漸
江
夕
刊
』
4
号
（
一

九
八
九
年
・
漸
江
省
社
会
科
学
院
）
に
、
題
名
を
変
更
し
加
筆
訂
正
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
一
点
だ
け
な
の
で
、
列
挙
し
よ
う
。

　
1
　
王
陽
明
「
四
三
教
」
義
三
三
微

　
　
　
　
董
　
　
　
平
（
断
江
省
社
会
科
学
院
）

　
2
　
王
陽
明
抜
本
塞
源
論

　
　
　
　
藤
　

復
（
漸
江
省
社
会
科
学
院
）

　
3
　
心
学
大
師
治
国
能
巨

　
　
　
　
銭
　
　
念
文
（
寧
波
市
人
大
）

　
4
　
記
念
王
陽
明
的
幾
点
思
考

　
　
　
　
裏
　
　
三
三
（
寧
波
大
学
）

　
5
　
王
陽
明
書
芸
管
規

　
　
　
　
計
　
　
文
淵

　
6
　
論
准
南
三
王
、
王
艮
、
王
三
和
王
棟
兼
論
泰
州
学
派
的
分
化

　
　
　
　
方
祖
献
（
寧
波
大
学
）

　
7
　
浅
三
王
陽
明
調
居
回
州
龍
場
事
略

　
　
　
　
王
　
　
耀
輝
（
貴
州
省
修
文
県
文
三
所
）

　
　
　
　
雷
　
　
華
煕
（
貴
州
省
修
文
県
文
化
局
）

　
8
　
王
陽
明
在
三
山
的
弓
功
碑
和
山
水
詩

　
　
　
　
王
　
　
憲
章
（
江
西
省
九
江
政
協
文
史
会
Y

　
9
　
王
陽
明
与
紹
興

　
　
　
　
傳
　
　
振
照
（
紹
興
県
委
党
校
協
会
室
）

帰
国
後
、
漸
江
省
社
会
科
学
院
発
行
の
『
野
江
学
習
』
4
号
が
、
我
々
一
行
の
団
長
岡
田
武
彦
博
士
や
副
団
長
福
田
殖
九
大
教
授
に
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送
ら
れ
て
来
た
。
幸
い
に
私
は
福
田
教
授
の
厚
意
で
拝
借
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
漸
江
省
社
会
科
学
院
の
藤
復
氏
が
「
偉
大
的
啓
蒙
思

想
家
王
陽
明
一
首
次
陽
明
学
国
際
研
討
会
悪
評
」
と
題
し
て
、
今
回
の
国
際
陽
明
学
会
の
成
果
を
述
べ
て
い
る
。
氏
は
、
「
研
究
方
法
の

深
入
」
、
「
研
究
層
面
の
拡
張
」
、
「
評
価
認
識
の
突
破
」
の
三
点
が
今
回
の
学
会
の
成
果
で
あ
る
と
高
評
し
て
い
る
。
第
一
の
「
研
究
方

法
の
深
入
」
で
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
“
唯
物
論
”
か
“
唯
心
論
”
の
何
れ
か
に
規
定
す
る
方
法
か
ら
思
想
の
内
面
に
論
究
す
る

傾
向
や
人
類
文
明
・
文
化
史
の
角
度
に
立
っ
て
研
究
す
る
傾
向
が
生
じ
た
こ
と
を
取
り
挙
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
漏
契
氏
を
は
じ
め

と
す
る
黄
宣
民
、
方
爾
加
、
楊
国
栄
、
銭
明
諸
氏
の
中
国
の
学
者
、
王
学
高
密
（
米
国
）
と
日
本
の
学
者
達
の
研
究
成
果
を
論
評
し
て

い
る
。
第
二
の
「
研
究
層
面
の
拡
張
」
で
は
、
陽
明
学
に
お
け
る
哲
学
倫
理
思
想
、
教
育
思
想
等
の
各
分
野
の
研
究
が
進
展
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
例
と
し
て
余
眺
普
賢
賢
研
究
会
編
写
出
版
の
『
余
響
多
奇
論
』
第
一
輯
（
一
九
八
八
年
）
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
、
中
で
も
諸
学
仙
山
の
論
文
「
論
王
陽
明
的
工
商
思
想
」
が
ユ
ニ
ー
ク
で
、
黄
宗
義
の
「
工
商
皆
本
」
の
思
想

は
王
陽
明
の
影
響
に
依
る
こ
と
等
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
今
回
の
学
会
で
発
表
し
た
日
本
の
福
田
、
疋

田
、
志
賀
の
黒
氏
を
列
挙
し
て
評
価
し
て
い
る
が
、
福
田
、
疋
田
の
二
半
に
つ
い
て
は
か
な
り
詳
細
に
論
評
し
て
い
る
の
で
紙
面
の
都

合
上
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

　
　
　
関
干
陽
明
后
学
、
日
本
学
愚
書
了
較
為
深
入
細
致
的
研
究
。
九
州
大
学
福
田
殖
教
授
会
議
上
着
重
談
了
言
霊
庵
的
“
学
三
変
”

　
　
之
過
程
与
島
「
諾
否
記
」
、
「
夏
三
面
」
和
「
甲
寅
夏
游
記
」
三
篇
遊
記
関
係
。
他
認
為
「
冬
游
記
」
代
表
了
他
早
期
授
受
十
三
渓

　
　
良
知
現
成
的
思
想
階
段
、
…
略
…
、
而
其
「
照
応
夏
游
記
」
則
代
表
等
号
“
晩
期
直
悟
仁
体
”
而
超
越
了
王
龍
駕
和
舞
尊
兄
等
人

　
　
的
影
響
ハ
形
成
自
己
独
立
的
、
成
熟
的
思
想
階
段
。

　
　
　
会
議
成
果
中
最
翠
玉
注
意
的
一
篇
論
文
是
日
本
三
松
学
舎
大
学
教
授
疋
田
啓
祐
的
「
陽
明
学
与
幕
末
期
的
思
想
家
椚
」
一
文
。

　
　
王
陽
明
的
学
術
和
思
想
播
揚
海
外
、
塁
塞
対
日
本
近
代
前
触
的
思
想
、
産
生
極
重
要
的
影
響
。
疋
田
啓
佑
的
遮
篇
文
章
詳
細
介
紹

　
　
了
明
治
維
新
前
的
幕
末
時
期
陽
明
学
在
日
本
伝
播
的
過
程
。
…
略
…
他
椚
対
明
治
維
新
的
成
功
親
思
想
和
行
動
方
面
起
了
重
要
作

　
　
用
。
卒
中
尤
其
是
池
田
草
庵
ハ
他
的
許
多
弟
子
成
為
支
離
明
治
維
新
的
重
要
力
量
。
達
篇
文
章
是
了
解
日
本
陽
明
学
発
展
的
弓
有

　
　
価
値
的
資
料
。

　
な
お
、
志
賀
氏
に
つ
い
て
も
次
の
様
に
評
価
し
て
い
る
。
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回
外
、
日
本
国
旧
館
大
学
志
賀
一
郎
的
関
子
王
陽
明
与
湛
甘
泉
友
情
的
文
章
、
也
是
極
好
的
資
料
。
，

　
第
三
の
「
評
価
認
識
の
突
破
」
で
は
、
最
初
に
陽
明
死
後
、
清
代
か
ら
近
代
ま
で
の
長
期
間
に
亘
っ
て
、
陽
明
学
が
正
統
思
想
に
対

し
て
異
端
的
存
在
で
あ
る
と
評
価
認
識
さ
れ
た
経
緯
を
論
述
し
、
今
回
の
学
界
に
よ
っ
て
こ
の
点
が
克
服
で
き
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
に
つ
い
て
、
近
代
以
前
に
中
国
文
化
の
影
響
（
朱
子
学
、
禅
学
、
陽
明
学
）
を
受
け
、
現
在
で
は
岡
田
武
彦
そ

の
他
の
人
々
に
よ
っ
て
陽
明
学
が
一
大
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
這
え
、
日
本
陽
明
学
界
の
王
陽
明
に
対
す
る
評
価
は
最
も
す
ぐ
れ
て
い

る
と
し
て
「
日
本
陽
明
学
界
二
王
陽
明
的
評
価
可
謂
最
高
的
」
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
藤
復
氏
は
、
今
回
の
学
界
に
よ
っ
て
中
国
と
外

国
の
学
術
界
に
お
け
る
王
陽
明
に
対
す
る
評
価
は
次
の
三
点
に
分
類
で
き
る
と
す
る
。
第
一
は
「
王
陽
明
心
学
と
理
学
と
の
関
係
」
で

あ
る
が
、
濁
江
人
民
出
版
（
一
九
八
一
年
目
の
沈
善
洪
・
試
適
賢
共
著
の
『
王
陽
明
研
究
』
に
よ
っ
て
す
で
に
研
究
が
開
始
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
、
藤
氏
自
身
も
今
回
の
学
会
で
の
自
分
の
見
解
（
論
文
提
出
）
は
大
胆
な
も
の
で
あ
る
と
論
述
し
て
い
る
。
第
二
は
「
陽

明
学
と
禅
学
と
の
関
係
」
で
あ
る
が
、
陳
俊
民
（
陳
西
師
範
大
学
教
授
・
副
校
長
）
と
鄭
学
礼
の
二
氏
の
研
究
成
果
を
取
り
挙
げ
、
特

に
鄭
氏
が
王
陽
明
の
旧
来
の
儒
学
伝
統
思
想
に
拘
泥
せ
ず
に
仏
家
と
儒
家
の
新
し
い
視
点
に
よ
っ
て
新
儒
学
を
う
ち
建
て
た
点
－
現
代

化
の
樹
立
一
を
指
摘
し
た
こ
と
を
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。
第
三
は
「
陽
明
学
の
評
価
と
そ
の
歴
史
地
位
」
で
あ
る
。
今
回
の
学
会
で

は
、
参
加
者
が
一
致
し
て
陽
明
学
の
思
想
の
意
義
及
び
地
位
を
高
く
評
価
し
た
と
、
毒
悪
は
指
摘
し
て
、
漏
契
氏
や
王
言
語
氏
の
研
究

成
果
を
取
り
挙
げ
、
岡
田
武
彦
博
士
以
下
、
日
本
の
発
表
者
に
対
し
て
も
論
評
し
て
、
さ
ら
に
今
後
の
陽
明
学
の
役
割
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
日
本
学
量
売
岡
田
武
彦
代
表
、
也
高
度
評
価
了
王
陽
明
的
主
体
思
想
。
但
角
度
与
立
場
不
同
。
他
個
補
足
干
日
本
明
治
維
新
以

　
　
熊
野
実
践
、
比
較
側
重
子
東
西
方
文
明
的
互
補
思
人
類
的
未
来
、
他
認
為
陽
明
学
的
主
体
性
思
想
講
究
“
吾
平
自
足
”
和
親
身
体

　
　
験
、
並
通
過
自
我
与
他
物
的
合
一
配
達
致
実
在
。
這
与
西
方
科
学
従
物
我
垂
垂
分
析
中
豊
得
実
在
是
不
同
的
。
陽
明
学
的
簡
易
直

　
　
載
、
是
東
方
思
想
的
極
致
。
由
干
西
方
科
学
的
発
展
、
人
類
将
日
益
変
量
功
利
性
、
吉
平
人
門
人
、
人
与
自
然
共
存
的
根
本
原
則

　
　
或
道
徳
、
将
越
講
評
受
到
軽
視
。
麗
麗
此
等
“
受
用
”
（
継
承
）
陽
明
学
、
確
立
根
深
幕
固
的
立
体
性
、
叢
誌
得
愈
来
愈
重
要
。

　
『
蜥
江
学
舎
』
4
号
に
は
、
藤
氏
の
門
歯
の
外
に
、
岡
田
武
彦
、
藩
学
礼
、
志
賀
一
郎
、
福
田
殖
、
疋
田
啓
佑
の
日
米
両
国
の
発
表

者
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
、
引
き
続
い
て
次
の
諸
氏
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
当
日
発
表
し
て
い
な
い
が
後
日
、
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提
出
さ
れ
た
も
の
、
発
表
時
の
題
名
を
変
更
し
た
も
の
な
ど
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
掲
載
順
に
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
王
陽
明
在
中
国
哲
学
史
上
的
地
位

　
　
漏
契

　
三
三
陽
明
学
研
究
方
法
的
幾
個
問
題

　
　
三
三
洪

　
三
新
評
価
陽
明
心
学
的
積
極
意
義

　
　
王
鳳
賢

　
王
学
精
神
的
時
代
意
義

　
　
陳
俊
民

　
関
干
王
陽
明
的
研
究
和
評
価

　
　
黄
宣
民

　
王
陽
明
教
育
思
想
幾
点
意
義

　
　
嚢
克
安

　
論
王
学
内
在
的
二
重
性

　
　
楊
国
栄

　
王
陽
明
論
“
理
是
一
個
過
程
”

　
　
李
志
林
（
華
東
師
範
大
学
）

　
王
陽
明
的
“
知
行
合
一
説
”

　
　
方
爾
加

　
王
陽
明
三
余
挑

　
　
諸
換
仙

最
後
に
岡
田
武
彦
、
福
田
殖
、
疋
田
啓
佑
の
一

二
氏
の
今
回
の
学
会
で
発
表
し
た
内
容
の
一
部
を
『
漸
江
旧
刊
』
4
号
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
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抄
出
し
よ
う
。
こ
れ
ら
．
は
何
れ
も
論
文
の
最
終
の
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
今
后
的
世
界
情
勢
会
是
急
様
的
呪
？
首
先
応
諸
富
到
、
科
学
和
技
術
将
取
得
不
可
想
象
的
進
歩
。
人
椚
如
果
不
掌
握
更
多
三
才

　
　
能
和
知
識
就
不
能
応
付
時
代
的
変
化
D
結
果
、
才
能
和
知
識
就
会
越
来
越
受
壷
重
視
。
…
略
…
随
着
情
報
化
的
過
密
、
人
椚
内
在

　
　
的
真
正
的
主
体
性
会
喪
失
、
就
会
変
成
孟
子
所
説
“
蔽
干
物
”
的
那
種
状
態
。
為
救
安
置
、
更
進
一
監
置
易
直
戴
、
確
立
根
深
箒

　
　
固
的
主
体
性
、
自
然
変
得
越
来
異
心
読
了
。
以
此
方
式
来
思
索
、
在
受
用
陽
明
学
時
、
受
用
什
塵
、
悠
様
受
用
不
要
根
清
楚
了
嘱

　
　
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
田
武
彦
「
陽
明
学
之
研
究
与
受
用
」
）

　
念
愚
論
為
対
一
任
現
在
的
良
知
下
品
、
可
能
落
入
真
偽
混
雑
与
狂
蕩
的
王
学
左
派
、
，
只
有
用
白
沙
“
主
語
収
講
説
”
能
救
旧
弊
、

胃
軸
才
能
発
揚
陽
明
良
知
説
的
本
旨
。
念
庵
的
“
主
雄
牛
敏
法
”
可
以
六
出
対
症
下
薬
的
方
法
論
、
是
作
為
“
現
成
説
”
的
修
正

理
論
。
所
以
、
県
門
品
評
盤
渓
系
統
的
論
定
宇
認
為
念
庵
是
“
王
門
的
嫡
派
”
、
而
高
度
進
行
了
評
価
、
並
且
受
到
了
新
朱
子
学
者
、

新
王
学
者
的
共
同
尊
敬
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
田
殖
「
羅
旧
庵
的
“
学
三
変
”
与
“
地
墨
記
”
」
）

　
在
歴
史
舞
台
上
既
未
表
現
又
豊
栄
輝
可
言
的
草
庵
、
他
的
弟
子
中
根
多
人
⑪
言
詮
社
会
上
出
理
事
葦
、
大
憲
光
彩
、
成
為
三
三

明
治
維
新
的
真
正
的
力
量
、
正
可
蔓
草
庵
及
其
教
導
中
尋
出
。
因
此
、
我
偶
認
為
書
必
要
対
手
些
在
歴
史
的
背
后
踏
踏
実
実
地
実
践

陽
明
学
的
人
個
、
作
出
応
有
的
評
価
。

注
⑪
据
記
録
載
、
草
庵
書
院
学
習
過
的
人
面
六
百
七
十
三
名
。
学
生
身
分
従
公
卿
、
大
名
的
玉
子
至
武
士
、
百
姓
（
農
民
）
家
的
核
子
都
有
、
但
大
半
都

　
為
平
民
。
地
区
則
包
括
了
関
東
至
九
州
的
広
大
地
域
。
后
活
躍
在
社
会
各
界
並
出
了
名
的
有
北
垣
国
道
（
北
海
道
長
官
）
、
浜
屋
新
（
東
京
大
学
総
長
）
、

　
久
保
田
三
之
助
（
文
部
大
臣
）
・
：
略
…
等
々
、
兵
庫
県
日
本
北
側
郷
村
、
真
可
謂
人
材
輩
出
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
疋
田
啓
佑
「
陽
明
学
与
幕
府
末
期
的
思
想
家
椚
」
）
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